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今週８日、第２回高瀬小中学校コミュニティ・スクール（Ｃ
Ｓ）小中連携授業研究会を開催しました。 
今回は小学校の理科と体育の授業を、前回（※本紙13号参

照）同様、小中の教員が２人（ＴＴ）で行いました。事前の
教材研究等の準備も小中の教員が一緒に行いました。 
授業を参観した後、小中ＣＳ学校運営協議会委員も交えて、

ＩＣＴを活用した授業作りや小中の系統的な学習指導等につ
いて協議しました。 
研究協議の後には、小中の教員も参加して高瀬小中ＣＳ学

校運営協議会を開催し、次年度のＣＳ協働活動について話し
合いました。話合いの内容を基に小中でさらに検討し、小中
共通で取り組むＳＤＧｓ等の教育活動を双方の次年度教育課
程に位置付けます。その上で、高瀬小中ＣＳを基盤とした小
中一貫教育による教育活動を次年度更に推進していきます。 

 郡山市立高瀬中学校 

  ２０２１年１２月１０日（金） 

《第３２号》文責：校長 草野 仁 

【研究協議内容・感想等から】 
〇 タブレットを活用した授業に驚いた。子どもの雰囲気
がとてもいい。中学校に進学しても安心。（協議会委員） 

〇 ロイロノートで考えを共有し、グループの仲間達で考
えを深めているのがとてもよい。（中教員） 

〇 タブレットの活用について大変勉強になった。書くこ
ととうまく併用させて取り組みたい。今学習しているこ
とが力学へとつながっていく。（中教員） 

〇 話合いがとても活発。先生のサポートもとてもよく、
どの子も充実した学習になっていた。（協議会委員）が  

〇 児童とのふれあいが良かった。架空の目盛りと重さを
作るなど高度な活動をしている子もいた。ロイロノート
の活用が大変よくできている。（中教員） 

〇 間違えた児童もみんなの力で乗り越えた。｢血と汗の
結晶｣という言葉も出てとても良かった。（小教員）    

 
 

 

【高瀬小中ＣＳ小中連携授業研究会の目的】 
〇 高瀬小中の教員が一緒に授業づくりを行い、互いに
学び合いながら、小中９年間を通した授業改善を行う。 

〇 次年度に高瀬小中ＣＳとして学校、保護者、地域で
取り組むＳＤＧｓ等の活動内容を検討する。 

※ 参加者：ＣＳ学校運営協議会委員、高瀬小中学教員 

 

 

 

 

 

【６年理科の授業（小）鈴木先生（中）斉藤先生】 

 

【研究協議会】 

 

【研究協議内容・感想等から】 
〇 画面で自分の演技を客観的に振り返られる。データ
も手元に残るため振り返りにも使える。（小教員） 

〇 画像をみんなで見てどうすれば上手くできるなどを
話し合って、それを次の実技に生かしていた。（中教員） 

〇 タブレットを見て皆で話し合う（＝言語化する）こ
とで技能に対する理解の深まりが見られた。中学校で
のより高いレベルでの技能習得や部活動での反省ノー
ト等での言語化に発展的につながる。（中教員） 

〇 タブレットを使うことにより、実技の時間が少なく
なってしまうことが課題。（中教員） 

〇 画像で分かるので、上達が早くなる。（協議会委員） 
〇 タブレットを活用することで自分の改善点が見て良
く分かり、短時間でも効果的な練習ができる。（中教員） 

【ＳＤＧｓ活動（案）】 
〇 歯科受診率向上、家庭と連携した歯磨き（Ｇ３） 
〇 あいさつ運動（Ｇ５・10・11・16・17） 
〇 食育・給食の残食削減（Ｇ１・２・３・14・15） 
〇 小中合同保護者引き渡し訓練（Ｇ11・13） 
【小中一貫教育（案）】 
〇 小中連携研究授業（ＴＴ）・相互参観による授業改善 
〇 ロイロノートを活用する探究的学習等を小中で共通
に教育課程の中に位置付ける（※総合の時間等）。 

〇「伝える力」の育成を小中の重点指導事項とする。 
〇「家庭学習の手引き」を小中で連携して活用する。 
【健全育成（案）】 
〇 小中連携による系統的な情報モラル教育の推進 
〇 中1ギャップ（学校不適応等）への対応 
〇 適切な部活動選択のための部活動体験の実施   

 

【４年体育の授業（小）根本先生（中）折笠先生】 

 

【研究協議会】 

 



 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 
 
 

  

  

 

 

 

 

 

曜　日 学級 １校時 ２校時 ３校時 ４校時 ５校時 ６校時

１の１ 英語 国語 保体 理科 数学 学活

１の２ 社会 数学 家庭 家庭 保体 学活

２の１ 国語 英語 数学 保体 理科 学活

２の２ 英語 理科 社会 保体 国語 学活

３の１ 国語 保体 理科 数学 社会 学活

３の２ 理科 社会 英語 国語 数学 学活

１の１ 理科 英語 美術 数学 社会 道徳

１の２ 英語 理科 国語 数学 道徳 保体

２の１ 数学 保体 英語 国語 美術 社会

２の２ 国語 保体 技術 技術 英語 数学

３の１ 数学 国語 社会 美術 理科 道徳

３の２ 国語 社会 理科 英語 保体 数学

１の１ 社会 数学 英語 保体 国語

１の２ 英語 保体 国語 数学 理科

２の１ 理科 社会 高タ 国語 音楽

２の２ 数学 国語 高タ 音楽 英語

３の１ 英語 数学 国語 社会 高タ

３の２ 数学 音楽 理科 英語 高タ

１の１ 数学 英語 国語 理科 音楽 保体

１の２ 理科 数学 音楽 国語 社会 英語

２の１ 国語 英語 理科 数学 道徳 社会

２の２ 理科 社会 英語 音楽 道徳 国語

３の１ 英語 音楽 保体 国語 道徳 理科

３の２ 国語 数学 社会 英語 保体 道徳

１の１ 国語 家庭 家庭 数学 社会 英語

１の２ 社会 理科 美術 国語 保体 家庭

２の１ 美術 技術 技術 保体 数学 理科

２の２ 数学 英語 国語 保体 美術 社会

３の１ 理科 英語 社会 数学 家庭 保体

３の２ 英語 保体 理科 美術 数学 国語
〇

□高瀬小中ＣＳあいさつ運動

□調査書作成委員会

□Ｒ４年度ＰＴＡ本部役員選考

会１８：００

□１７：４５完全下校

Ａ６
□高瀬小中ＣＳあいさつ運動

□郡女大附属、学法石川、一関

学院面接指導

□ＡＥＴ来校

□１７：４５完全下校

給食 〇

部活 〇

給食 〇

部活 〇

〇

部活 ×

Ａ６

　来  週 の 主 な 行 事 予 

主　な　内　容

１３日

（月）

Ａ６
□高瀬小中ＣＳあいさつ運動

□帝京安積高校面接指導

□１７：４５完全下校

給食 〇

部活 ○

校

内

研

修

会

１９日（日） □週休日　□市内一斉ＮＯ部活動デー

１４日

（火）

１５日

（水）

Ｂ５

□高瀬小中ＣＳあいさつ運動

□校内研修

□部活休養日

□１６：３０下校

給食

１６日

（木）

１８日（土） □週休日

１７日

（金）

Ｂ６
□高瀬小中ＣＳあいさつ運動

□生徒会専門委員会

□１の１調理実習

□スクールカウンセラー来校

□１７：４５完全下校

給食 〇

部活

みなさんは、文字の読み書きや基本的な計算ができない
子ども達がどれだけいるか、知っていますか。 
今、世界では、学校に行けない子ども達が約五九〇〇万

人もいます。その半数以上の約三二〇〇万人が女子である
と言われています。 
女子が教育を受けられない理由は、「女子には教育は必要

ない」という古い慣習や、宗教上の問題です。「結婚適齢期
になれば結婚するのが当たり前」という考え方が、深く根
付いている地域が多く、就学中であっても、結婚させられ
てしまうこともあり、「児童婚」と呼ばれています。それに
よって、女子は学校へ通えなくなっているのです。また、
武力紛争が起こっている国では、子どもが兵士として戦っ
ていたり、住む家を失い、難民となってしまったりした子
ども達も多いのです。このような状況の中では、安心して
教育を受けることができません。 
一方、国内に目を向けてみると、日本では、義務教育と

いう法律があり、勉強する環境が整っています。しかし、
いじめや暴力、親の虐待や育児放棄が、ストレスや心の病
気につながり、学校に行けない子どもが多くなっているの
です。 
このような状況を見ると、質の高い教育よりも貧困や不

平等を解決することが必要ではないかと思われがちです
が、そうではありません。教育は持続可能な社会にとって、
有能かつ効果的な手段の一つなのです。多くの人々が自立
した人生を送るために、必要不可欠なものなのです。社会
の中で働くための最低限の知識や、社会生活で必要なマナ
ーやルールなど、さまざまな事柄を、私たちは義務教育九
年間で学んでいるのです。日常生活で必要な計算能力、情
報を取得するための読解力、人間関係を築くためのコミュ
ニケーション力など、私たちは学校で身に付けているので
す。文字が読めなければ、本を読む楽しみさえ味わうこと
ができません。 
例えば、世界で起きている深刻な飢餓の問題を解決する

ために、野菜の種を送ったとしましょう。文字が読めなけ
れば説明書を理解することができず、どのような土地に植
えるのか、どのくらい水をやればよいのかなど、大切なこ
とが分からず、野菜を育てることができません。現地に出
向いて、一から教えてあげることが大切で、その国に合っ
た支援が必要になります。 
このようなことからも、私たちにとって教育を受けるこ

とは、自立した生活をするために重要なことだと言えます。
必要な教育を受け、多くの人が仕事に就いて働くことがで
きるようになれば、経済的にも安定し、貧困や飢餓といっ
た問題も解決することができるのではないでしょうか。 
さらに、専門的な知識や技能を身に付けるために、上級

学校への進学など、さまざまな教育の場や機会を準備した
り、提供したりすることも必要ではないかと思います。人
生八十年と言われる時代です。いつでもだれでも学びたい
時に学べる環境が理想だと思います。 
現在は、男女の性を問わず、お互いが一人の人間として

認め合う、多様な社会の実現が重要視されています。また、
世界が抱えている数多くの課題を解決に導くためにも、教
育の力が必要です。 
教育を受け、多くの知識を身に付けることによって、私

たちは夢や希望を叶え、未来へとつながる力となります。
そして、教育の力は、広い視野をもって、世界を見つめる
力に変えてくれると思います。私はその力を信じて、自分
の夢を叶えられるよう努力していきたいと思います。 

 今月４日、田村公民館で少年少女主張大会が
開催され、最優秀賞を受賞した田村地区小中学
校６名の児童生徒が発表を行いました。 
 本校の渡辺さんは、世界の現状を踏まえなが
ら質の高い教育の必要性について主張しまし
た。聴衆の心に響く堂々とした素晴らしい発表
でした。以下、全文を掲載します。 

昨日から２回目の高瀬小中コミュニティ・スクール（「あ
いさつ運動」が始まりました（12/23まで）。保護者、地域の
方が高瀬郵便局前と小学校前で、交通安全指導を行いながら
登校してくる子どもたち一人一人に「おはようございます」
と朝の挨拶をしてくださいます。 
子どもたちも元気に「おはようございます！」と返してく

れます。元気な朝のあいさつが皆の気持ちを明るくします！ 
  ※「全校表彰（栄光の記録）」は次号に掲載します。 

先週３日、第３回授業参観・学年懇談会を開催しました。 
授業参観では、お子様がタブレットを効果的に活用したり

作品制作や調理実習に一所懸命に取り組んだりする様子を
間近で見ていただくことができました。 
学年懇談会では、２学期の学習・生活面の反省や３年生は

受験に関する内容等について説明、質疑が行われました。ま
た、全学年で養護教諭が、今年度高瀬小中コミュニティ・ス
クールのＳＤＧｓ活動として取り組んでいる歯科受診率向
上や食育、残菜削減等について、活動の様子や成果、引き続
いての家庭での協力等について話をしました。 
今年度もあと３カ月余り。３年生の進路実現を最優先に教

育活動の充実・改善に努めていきます。 

【３学年懇談会】 【２年美術】 


